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別紙1

番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

1 4章 33頁 17行

運輸部門については、自家用
車・路線バス等への電気自動車
（EV）など次世代自動車の普及
促進、基幹バスシステム導入等
の交通需要マネジメント（TDM）
施策の推進、鉄軌道を含む新た
な公共交通システムと地域を結
ぶ利便性の高い公共交通ネット
ワークの構築に向けた取組推
進、公共交通機関の利用促進、
脱炭素化に配慮した空港・港湾
機能の高度化等に取り組む。

　運輸部門については、自家用車・路線バ
ス等への電気自動車（EV）など次世代自動
車の普及促進、基幹バスシステム導入等の
交通需要マネジメント（TDM）施策の推進、
鉄軌道を含む新たな公共交通システムと地
域を結ぶ利便性の高い公共交通ネットワー
クの構築に向けた取組推進、公共交通機
関の利用促進、航空灯火のLED化や陸上
電力供給による船舶のアイドリングストップ
など、脱炭素化に配慮した空港・港湾機能
の高度化等に取り組む。

脱炭素化に配慮した空港・港湾の高度化と
いう表現があるが、具体的な内容を記載す
る必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

2 4章 36頁 4行

本県の地域実情に応じた「沖縄
型スマートシティ」の形成を念頭
に、SDGsやSociety5.0 社会に対
応する地域と交通のあり方の調
査研究を産学官が連携する体制
を構築し、包括的・継続的に取り
組む。

　SDGsやSociety5.0 社会に対応する地域
と交通のあり方の調査研究について、公・
民・学が連携する体制を構築し、包括的・継
続的に取り組む。

合意形成のプラットフォームとして、全国で
展開しているアーバンデザインセンターの
ような多様な主体がデータに基づき話し合
いができる場づくりについて、地域の生活
者も関わるという観点も含め検討する必要
がある。
　データのオープン化、データ流通プラット
フォームの構築は、データの利活用を通じ
た新しい価値、新たな価値の創造やイノ
ベーションの創造に不可欠なものとなって
おり、今後スマートシティーなどの形成を進
めていく上でも非常に不可欠な要素になっ
てくると考えられる。そのため官民はじめ関
係者の合意形成、あるいは共同利用してい
くための仕掛けや仕組みづくりに加え、利
害関係を超えてニュートラルに調整できる
ような機能、あるいは体制の構築が必要で
あるという観点についても記載する必要が
ある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員
古江専門委員

新たな振興計画（素案）に対する修正意見審議内容一覧

基盤整備部会
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

3 4章 36頁 16行

「骨格性」、「速達性」、「定時性」
等の機能を備えた基幹的な公共
交通システムとして期待される鉄
軌道の導入については、今後の
制度改革や新たな技術開発等
の動きも捉えながら、実現に向
けて取り組む。

 「骨格性」、「速達性」、「定時性」等の機能を
備えた基幹的な公共交通システムとして期
待される鉄軌道の導入については、今後の
制度改革や新たな技術開発等の動きも捉
えながら、実現に向けて取り組む。

公共交通システムの戦略的再編において、
鉄軌道の導入に関して「骨格性」とあるが、
わかりやすい表現にする必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

4 4章 37頁 12行

　誰もが身近な場所で充実した
活動ができるよう、中心市街地
の活性化、土地区画整理事業や
市街地再開発事業等を促進し、
公園、道路、宅地等の一体的な
整備に取り組む。

　誰もが身近な場所で充実した活動ができ
るよう、商店街や中心市街地の活性化によ
り賑わいを創出するとともに、土地区画整
理事業、市街地再開発事業、街路整備事
業、公園整備事業等により公共施設や宅地
の一体的整備、土地の高度利用化に取り
組む。

後半部分の記載内容が区画整理事業のみ
の内容となっている（公園道路宅地など）。
中心市街地の活性化や市街地再開発事業
を入れるのであれば、それらの事業で生み
出されるものや効果を入れたほうがいい。
また、中心市街地活性化などの話と小学校
区のコミュニティの話は分けたほうが良い。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

小野専門委員

5 4章 37頁 17行

街路樹の適正な管理等に取り組
む。

街路樹を含む歩道空間の適正管理に取り
組む。

誰もが安全で快適に移動できる空間を創出
するためには街路樹だけではなく歩道に付
随する緑地帯の雑草問題なども含まれる。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

環境部会
比嘉専門委員

6 4章 53頁 22行

県営公園内の中城御殿跡や円
覚寺跡を整備し、国営・県営公園
区域の文化遺産等を一体的に利
用することで、首里城に象徴され
る琉球の歴史や文化を体感でき
るよう、歴史的空間の創出に取り
組む。

　県営公園内の中城御殿跡や円覚寺跡を
整備し、国営・県営公園区域の文化遺産等
を一体的に利用することで、首里城に象徴
される琉球の歴史や文化を体感できるよ
う、緑豊かな歴史的空間の創出に取り組
む。

首里城周辺地域においては、100年後に緑
豊かで石積みのある井戸から水がこんこん
と湧き出ていて、歴史ある生活空間を体感
できるようなまち並みをつくりたいという地
元の希望があることから、「自然豊かな歴
史的空間」など「自然」という言葉を入れた
表現とする必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

小野専門委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

7 4章 53頁 30行

 首里城を中心とした首里杜地区
において、県・市・有識者・住民・
企業等の関係者が連携して、
「新・首里杜構想」による歴史ま
ちづくりの実現に向けて、歴史や
文化を感じる景観まちづくりの推
進に取り組む。

　 首里城を中心とした首里杜地区におい
て、県・市・有識者・住民・企業等の関係者
が連携して、「新・首里杜構想」による歴史
まちづくりの実現に向けて、自然・歴史や文
化を感じる景観まちづくりの推進に取り組
む。

首里杜地区には、井戸や湧水もあり、文化
財指定をされているものもある。水や緑が
豊かな首里城下町は地元NPOの思いでも
あるため、自然を加える必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

小野専門委員

8 4章 54頁 2行

観光交通の分散化、大型バス駐
機場やパークアンドライドの推進
等による観光客の受入環境の整
備、琉潭線や周辺道路の無電柱
化や道路整備による交通環境の
整備、通過交通の減少に資する
那覇インターアクセス道路の早
期事業化等に加え、公共交通網
の充実やICT を活用した情報提
供による歩行者中心で快適な道
路空間を有する歴史まちづくりに
取り組む。

　観光交通の分散化を促す取り組み及び大
型バス駐機場やパークアンドライドの推進
等による観光客の受入環境の整備、琉潭
線や周辺道路の無電柱化や道路整備によ
る交通環境の整備、通過交通の減少に資
する那覇インターアクセス道路の早期事業
化等に加え、公共交通網の充実やICT を活
用した情報提供による歩行者中心で快適な
道路空間を有する歴史まちづくりに取り組
む。

首里城の交通の課題の解決のためには、
パーク・アンド・ライドのバス停や駐機場等
だけではなく、問題点がどこにあるのか
データに基づき対策を検討する必要があ
る。
交通渋滞の課題解決には、ハード整備だけ
でなく、公共交通を活用した手ぶら観光の
促進などの観光の仕組みの検討も必要で
ある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

9 4章 73頁 19行

このため、計画的な生活基盤の
整備を行うとともに、デジタル化・
オンライン化の促進に取り組む。

　このため、計画的な生活基盤の整備を行
うとともに、次世代の情報通信基盤の整備
を含めたデジタル化・オンライン化の促進に
取り組む。

Society5.0の実現に向け、５ G など次世代
通信環境の整備が不可欠である。海洋島
しょ圏の新たなインフラ整備の促進を強調
するため（5G通信網の整備を含めた）を追
記してはどうか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

10 4章 74頁 5行

　本県の水道施設は復帰前に整
備されたものも多く、また、耐震
性が低いことから、老朽化した施
設の計画的な更新に併せて耐震
化に取り組む。

　本県の水道施設は復帰前に整備された
耐震性の低い施設や、海岸近くに整備され
た施設も多いことから、施設の計画的な更
新に併せて耐震化等の減災対策に取り組
む。

浄水場や発電所などはほぼ海のそばに立
地しており、地震津波などの災害に脆弱で
ある。今後10年、20年でどういった減災・防
災対策を行政として行っていくのか検討す
る必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

平良専門委員

11 4章 75頁 16行

エネルギーの自立分散化を推進
し、集中的なエネルギー供給シ
ステムの技術的・経済的・対外的
弱点を補いつつ、安定供給とレ
ジリエンスの強化を図るととも
に、デジタル技術等の活用により
社会全体の効率的な電力用に
取り組む。

エネルギーの自立分散化を推進し、集
中的なエネルギー供給システムの技術
的・経済的・対外的弱点を補いつつ、安
定供給とレジリエンス（強靱性）の強化
を図るとともに、デジタル技術等の活用
により社会全体の効率的な電力用に取
り組む。

「エネルギーの安定供給とレジリエンス」に
ついて、解りやすい表現を使用すべきであ
る。
「レジリエンス」を「回復力」とするなど

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

12 4章 75頁 24行

□デジタル化・オンライン化を促
進するため、次世代の通信環境
に対応した環境整備と行政サー
ビスの質の向上に向けた次に掲
げる施策を推進する。

□デジタル化・オンライン化や、ICTを活用し
たデジタルトランスフォーメーションを促進す
るため、・・・

　デジタル化・オンライン化の促進につい
て、10年後を考えると、もっと情報時代を超
えた次の時代の流れになると考えられるた
め、「デジタルトランスフォーメーションを見
据えたデジタル化・オンライン化を推進」や
「第４次産業革命を見据えた行政サービス
に取り組む」とするなどを検討する必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

13 4章 75頁 24行

次世代の通信環境に対応した環
境整備

次世代の情報通信に対応した基盤整備と
行政サービスの質の向上に向けた次に掲
げる施策を推進する。

適切と考える語句への修正する必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

14 4章 76頁 1行

また、離島等の条件不利地域に
おいては、都市部と同等の情報
通信環境の確保に向け、海底光
ケーブル等の中継伝送路の段階
的な整備や陸上通信網の地下
埋設等の整備を図り、安定かつ
質の高い情報通信基盤の確保
に取り組む。

また、離島等の条件不利地域においては、
都市部と同等の情報通信環境の確保に向
け、海底光ケーブル等の中継伝送路の段
階的な整備や、生活基盤において重要とな
る施設を中心に陸上通信網の地下埋設等
の整備を図り、安定かつ質の高い情報通信
基盤の確保に取り組む。

ここで言及されている内容は非常に重要な
ものと認識。
特に、陸上通信網の「地下埋設」等の整備
という視点。
近年の自然災害の激甚化等を踏まえると、
特に離島等条件不利地域における社会イ
ンフラ（通信、電力等）の強靭化が求められ
る。
通信においては、特に重要拠点（役場、空
港・港、診療所等）での不具合が発生した
場合の生活基盤に与える影響は大きく、ま
た復旧にも相応の時間がかかることもあ
り、通信事業者と連携した、強靭化対策が
必要と考える。
これらを踏まえ、ここでの記述においては、
「重点施設を中心とした陸上通信網の地下
埋設等の整備を図り」としてはどうか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

古江専門委員

15 4章 76頁 10行

□自治体のデジタル化について
は、行政手続のオンライン化や
オープンデータ化の推進など、利
用者目線に立った行政サービス
の質の向上に取り組む。

　□自治体のデジタル化、デジタルトランス
フォーメーションについては、行政手続
の・・・

ディジタル化・オンライン化・オープンデータ
化だけでは古いため、「第四次産業革命（or
ディジタルトランスフォメーション）を見すえ
た行政サービスに取り組む。」を記載する必
要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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16 4章 82頁 2行

観光客が安全・安心で快適に過
ごすため、空港・港湾の受入体
制を含めた観光危機管理体制の
強化に取り組む。

観光客が安全・安心で快適に過ごすため、
ICTなどの活用により観光危機管理体
制の強化に取り組む。

観光危機管理と書かれていますが、持続可能な
観光地という観点からも観光危機管理は重要で
す。この危機として感染症や自然災害など様々
なことを想定すればよいのですが、少なくとも島
嶼地域において人命を失うような自然災害が発
生した場合、観光復興に時間がかかることは過
去の災害から明らかです。この対応に加え、観
光交通マネジメントや自然環境への影響モニタ
リングの観点からも、観光客の流動をモニタリン
グすることは重要です。それを踏まえたうえで、
例えば津波浸水想定区域内にどれだけの人が
いるのか？（L1・L2災害）何人の帰宅困難者が
どの島・地域で発生するのか？それらを受け入
れるキャパシティは？などが検討されます。現
状においては、検討のための定量的な数値すら
明確に取られていないと思います。また、コロナ
からの回復における地域差などもこれから問題
になる可能性があります。このような観点から、
「（ICT技術などを活用した）観光流動のモニタリ
ング」という言葉は必要だと思います。
ここでは無いかもしれませんが、災害時に大型
旅客船を寄港させ、一時的な避難所として利用
することも十分検討に値すると思います。そのま
ま乗せて鹿児島まで運ぶのもあろうかと思いま
す。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

6



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

17 4章 82頁 23行

社会基盤等の防災・減災対策に
ついては、予防的対策を含む既
存施設の機能維持・強化対策を
はじめ、地域の実情に応じた地
震対策、河川の治水・浸水対
策、海岸の津波・高潮対策、土
砂災害対策等に取り組む。

社会基盤等の防災・減災対策については、
予防的対策を含む既存施設の機能維持・
強化対策をはじめ 、地域の実情に応じた地
震対策、河川の治水・浸水対策、海岸の津
波・高潮対策、土砂災害対策等に取り組
む。

社会基盤の防災・減災対策において、地域
の実情に応じた対策との表現があるが、例
えば海岸の津波・高潮対策における必要な
堤防高の確保など具体的な内容について
示す必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。
※「地域の実情」としては、年間をと
おして、塩分を含む強い風が吹くこと
に加え、高温多湿な気候から鉄筋の
腐食による構造物の劣化を著しくす
る塩害、水を含むと粘性の強い流動
体となる性質を持つ島尻泥岩層の対
策などが本県における「地域の実情」
として挙げられます。
　しかし、県内に限れば、これらは地
形形状、外力特性、地質条件など設
計条件となります。「地域の実情」は
設計条件を一般的な表現としたもの
ですが、意味の捉え方が不明瞭とな
るため削除します。

入部専門委員

18 4章 83頁 15行

□亜熱帯地域に適した防災・減
災、長寿命化等に対応するため
の建設技術の研究・開発を促進
する。

□亜熱帯地域に適した防災・減災、長寿命
化等に対応するための技術者の育成及び
建設技術の研究・開発を促進する。

　本土復帰後、集中的に整備された社会基
盤の経年劣化や塩害による急速な劣化の
進行など、適切な維持管理や補修の実施
が重要となっている。
　そのため維持管理を担う技術者の育成確
保を促進する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

有住部会長

19 4章 83頁 19行

各種災害の発生を想定したハ
ザードマップの作成、各種即報シ
ステムの拡充・強化を図り、県民
や本県を訪れている観光客に向
けた情報発信の強化に取り組
む。

各種災害が想定される区域を設定し、ハ
ザードマップ作成の推進、各種即報システ
ムの拡充・強化を図り、県民や本県を訪れ
ている観光客に向けた情報発信の強化に
取り組む。

水害や高潮も含めて、住民が避難すべきか
どうかの判断材料となるハザードマップが
作られていないため、まず浸水想定に関し
て整備するという表現を最初に入れる必要
がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

7



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

20 4章 89頁 7行

イノベーション型経済への移行を 　イノベーション型経済 への移行成長を イノベーション型経済という用語はないので
はないか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

21 4章 89頁 7行

イノベーション型経済への転換 イノベーション型の経済成長への転換 県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

22 4章 89頁 17行

・P85、3行目
「□ 観光、ものづくり、農林水産
業・・・」

・P85、3行目
「□ 観光産業、ものづくり産業、建設産業、
農林水産業・・・」

　 「３　希望と活力にあふれる豊かな島をめ
ざして」の「(1)県民所得の着実な向上につ
ながる企業の『稼ぐ力』の強化」の項目につ
いては、県民所得の向上に貢献し、大きな
稼ぐ力になっている建設業も含めて全産業
が対象となっていることがわかるよう、全体
的に項目の出し方を検討する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

平良専門委員

8



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

23 4章 90頁 5行

「□ 観光リゾート産業や情報通
信産業をはじめ・・・」

「□ 観光リゾート産業や情報通信産業、建
設産業をはじめ・・・」

　 「３　希望と活力にあふれる豊かな島をめ
ざして」の「(1)県民所得の着実な向上につ
ながる企業の『稼ぐ力』の強化」の項目につ
いては、県民所得の向上に貢献し、大きな
稼ぐ力になっている建設業も含めて全産業
が対象となっていることがわかるよう、全体
的に項目の出し方を検討する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

平良専門委員

24 4章 90頁 14行

ResorTech　Okinawa ① リゾテックおきなわの推進による産業DX 
の加速化

リゾテックおきなわとは、本県においてデジ
タル社会を実現していく中で、社会・経済の
DX推進に向けた取組の総称をいう。

ResorTech Okinawaはとても良い概念であ
り沖縄に適した造語であると思う。しかし、
「本県においてデジタル社会を実現していく
中で、情報通信産業の高度化と全産業の
DXを推進する取り組みの総称」としては適
当でないと思う。用語をさらに検討する必要
がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

9



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

25 4章 90頁 31行

小売業や飲食店・宿泊業等サー
ビス業における予約・注文のオン
ライン化やキャッシュレス決済の
導入、建設業におけるドローンを
活用した測量等（i-construction）
の推進、医療・介護分野におけ
るロボット・ICT 化、農業における
ドローン活用及びデータ分析等
による生産性向上など、全産業
におけるDX を促進する。

小売業や飲食店・宿泊業等サービス業にお
ける予約・注文のオンライン化やキャッシュ
レス決済の導入、建設産業における ドロー
 ンを活用した測量等（i-construction）の推
 進、i-Construction及びBIM/CIM等の促進、
医療・介護分野におけるロボット・ICT 化、
農業におけるドローン活用及びデータ分析
等による生産性向上など、全産業における
DX を促進する。

「建設業におけるドローンを活用した測量等
（i-construction）の推進」と書かれています
が，ドローンによる出来形管理などは当たり
前のように既に実施されているべきことであ
り，ものすごく消極的な表現となっていると
思います。例えば，「建設分野においては，
BIM/CIMによる調査・設計・施工・維持管理
における3次元モデルの連携，MMS等によ
る点群を用いた維持管理の効率化や災害
復旧対応の迅速化等，設計から維持管理
や災害時をも含めた建設分野におけるICT
技術の推進と活用による生産性向上に取り
組む．」などの表現にはできないでしょう
か。さらに言えば，「これらで取得された
データを施工段階や維持管理段階へ活用
するデジタルツイン，デジタル静岡のような
観光など他分野への活用による多分野も
含めた新たな価値創造へ繋げる」というとこ
ろまで行けると思います。なお、ここで記し
たことは国内では新しいことではないと思っ
ています。さすがに、原文のままだと10年前
の文書になってしまっております。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

26 4章 93頁 34行

中央 中欧 記載ミスと思われる。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

27 4章 94頁 8行

収束後を見据えた 感染症の収束後を見据えた この項目では何の収束か明らかでない。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

10



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

28 4章 94頁 12行

民間部門の誘導・保管も役割の
一つに挙げられる。

民間部門の誘導・保管も県の役割の一つに
挙げられる。

主語を記載する必要がある。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

29 4章 94頁 15行

民間の活動を誘導・誘発へつな
げることが重要である。

民間の活動を誘導・誘発することが重要
である。

つなげるとは何かわからない。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

30 4章 94頁 25行

本県の観光産業については、自
立型経済の持続可能な発展に
貢献し、地元ひいては県民の幸
福感を高める観光を推進すべき
であり、中長期的なスパンで観
光収入と環境保持そして住民の
幸福感の三位一体となったバラ
ンスが取れた持続的発展の観光
産業を目指す必要がある。今後
は、特に「高次元のニーズ」に対
応した質の高い観光の推進が、
結果として滞在日数や観光収入
の増加、環境配慮、地元住民の
理解、生活の向上等につながる
ことが理想的である。

（89項17行目）
沖縄経済を牽引するリーディング産業とし
て、感染症等の多様なリスク、ＳＤＧＳ、ＩＣＴ
の進化など、外部環境の変化に適応すると
ともに、高次元のニーズ「健康・長寿」、「安
全・安心」、「快適・環境」に対応できる沖縄
のソフトパワーを生かし、世界から選ばれる
持続可能な観光地の形成を目指す。

「高次元のニーズ」とは何か。マズローの階
層理論ではなさそうですし、文章を読むとこ
れに対応することが観光収入の増加や環
境配慮に繋がるようなので、単価の高い観
光ということか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

11



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

31 4章 101頁 3行

クルーズ船寄港による社会的利
益の創出と地域への還元のあり
方について検討する。

クルーズ船寄港による経済的利益の創出と
地域への還元のあり方について検討する。

「社会的利益」と記載がありますが、社会的
便益では。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

32 4章 102頁 24行

⑤ 観光二次交通の利用促進 97頁20行
過度なレンタカー利用に起因する那覇空港
や観光地等の混雑等の課題を解決するた
めには、観光客が最適なモビリティの情報
を収集し、かつ容易に利用できる環境が必
要である。そのため、民間が取り組むMaaS 
やCASE 等の基盤となる公共交通情報等
のオープンデータを継続的に利用できる環
境を構築し、維持するとともに、公共交通に
おけるコンタクトレス決済の普及を促進する
ことで、ICT を活用した新たなサービスの創
出を促進し、国内外から来訪する観光客の
二次交通の利便性・満足性の向上を図る。

「観光二次交通の利用促進」というタイトル
になっていますが、内容は公共交通の利用
促進かと思われます。観光二次交通は飛
行機やクルーズなどで来られた方と次の移
動手段を意味しているだけであり、レンタ
カーであっても公共交通であっても利用して
います。タイトルが適切では無いように思わ
れます。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

33 4章 105頁 16行

PPP PPP（公民連携） 県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

34 4章 105頁 16行

PFI PFI（民間主導公共サービス） 県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

12



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

35 4章 107頁 20行

那覇港及び那覇港を基軸とする
国際物流拠点の形成と、国際物
流産業の集積に取り組む必要が
ある。

那覇空港 及び ・那覇港及び中城湾港新港
地区を機軸とする国際物流拠点の形成と、
国際物流産業の集積に取り組む必要があ
る。

中城湾港のあるうるま・沖縄地区も「国際物
流拠点産業集積地域」に指定されている。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

宮城専門委員

36 4章 108頁 9行

リードタイム リードタイム（所要時間） 県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

37 4章 108頁 27行

国際航空物流ネットワークの強
化に向けて、関連施設の整備促
進、物流機能の強化等により航
空物流産業のサービス・コスト両
面での国際競争力を高めるとと
もに、国際線の拡充に向けて復
便及び新規路線の誘致に取り組
む。

国際航空物流ネットワークの強化に向け
て、関連施設の整備促進、物流機能の強化
等により航空物流産業のサービス・コスト両
面での国際競争力を高めるとともに、国際
路線の拡充に向けて運休路線の復便及び
新規路線の誘致に取り組む。

復便の誘致だとなぜ復便だけかという疑問
に思う。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

13



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

38 4章 109頁 29行

（追加挿入） P.104 _27行目
④ 空港・港湾へのアクセス強化に向けた陸上輸
送の基盤整備
　那覇港と背後の主要アクセス道である臨港道
路港湾１号線及び周辺の都市内道路において
慢性的な渋滞が発生しており、円滑な港湾貨物
の輸送に支障をきたしている。今後、総合物流
センターの 整備拡充など港湾機能の強化が進
むにつれ、さらに渋滞が悪化することが懸念さ
れることから引き続き渋滞対策に取り組む必要
がある。
　また、那覇空港・那覇港の連携強化とともに、
背後地に国際物流拠点産業集積地域を有し東
海岸地域の産業支援港湾である中城湾港新港
地区との連携強化にも取り組む必要がある。
　空港・港湾の国際物流機能を活用した産業の
集積、 重要課題である那覇空港と那覇港の連結
 をはじめとするシー・アンド・エアの実現に向け
 て、空港と港湾、空港・港湾と産業拠点とのアク
セシビリティ の強化に向けて、 が重要であり、那
 覇港総合物流センターⅡ期・Ⅲ期の整備による
 集貨等に伴う陸上貨物増大への対応や、那覇
 空港及びクルーズターミナルからの人流効率化
 を含めた交通の円滑化を図るため、重要物流道
路等の陸上輸送の基盤整備 のを促進 に取り組
 む。する。

①現状で産業集積地として最も機能してい
る中城湾港との連結が必要。
②狭隘化・老朽化している那覇港を補完す
るため、中城湾港を整備の上、交通アクセ
スを強化するため。
以下の文案を記載してはどうか。
「また、那覇港の狭隘化・老朽化を受け、他
の港湾との複合的な整備・開発は不可欠で
ある。｢沖縄県東海岸サンライズベルト構
想｣にもあるとおり、中城湾港の産業支援港
湾としての機能の充実・強化を図るととも
に、那覇空港や那覇港をはじめとした西海
岸地域との連携・役割分担や有機的連携
の推進、相乗効果発揮のために、基幹道路
の整備に取り組む必要がある。」

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

産業振興部会
山城副部会長

39 4章 112頁 13行

エコシステム 「絶え間なくイノベーションが創出されるイノ
ベーション・エコシステム」

エコシステムは一般には生物に関連した生
態系。この文脈では「ビジネス生態系」がよ
い。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

40 4章 113頁 7行

異なる分野のプレイヤーの 「異なる分野間のマッチング」 日本語として適当でない。辞典によればプ
レイヤーは、プレイヤード【La Pleiade フラン
ス】。プレーヤー【player】は①競技者。②演
技者。演奏者。③レコード‐プレーヤー・CD
プレーヤーなどの略となっていることから、
「異なる分野の　または　異なる分野の間
の」などとする必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

14



番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

41 4章 113頁 16行

エコシステム 「絶え間なくイノベーションが創出されるイノ
ベーション・エコシステム」

エコシステムは一般には生物に関連した生
態系。この文脈では「ビジネス生態系」がよ
い。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

42 4章 115頁 9行

バリューチェーン 一連の流れの中で価値を生み出すバリュー
チェーン

カタカナだけではわかりにくいため、県民に
わかりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

43 4章 118頁 15行

新たなビジネスモデル 　これまでの行政が主体となって行っていた
社会課題解決の取り組みを民間事業者の
持つ新たな視点・手法を活かしてビジネス
化する取り組みに転換する支援や民間事
業者との協働を通じてソーシャル・イノベー
ションの促進に取り組む。

具体性に欠け、専門用語をただ並べただけ
というような印象を受けやすい。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

44 31章 132頁 31行

EC EC(電子商取引) 「電子商取引」とするなど県民にわかりやす
い表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

45 4章 133頁 9行

建設産業の高度化を促進し、  「建設産業の高度化を促進し、県内はもとよ
 り、アジア・太平洋地域に積極的に技術貢
 献しうるグローバル産業としての新たな展
 開に取り組む。」
　建設産業においては、BIM/CIMによる調
査・設計・施工・維持管理の各段階における
３次元モデルの連携、３次元計測による点
群を用いた維持管理の効率化や災害時対
応の迅速化等、設計から維持管理や災害
時を含めた建設分野におけるi-
Constructionの推進と活用による生産性向
上に取り組む。更に、これらで得られたデー
タの他分野を含めた新たな活用に取り組
み、インフラ分野のDXを促進する。

ＡＩやディープラーニングについては、デジタ
ル化されたデータが必要であり、計画に、
何をモニタリングするか、何を計測するかと
いうことを表現する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

46 4章 133頁 24行

　社会ニーズに対応するため、
産学官連携の下、自然環境の保
全・再生、循環型・低炭素都市づ
くり、沖縄らしい風景づくり、耐震
化・老朽化及び長寿命化、生産
性の向上等に対応した新たな工
法・資材等の技術開発に取り組
む。

　社会ニーズに対応するため、新たな工法・
資材等の技術開発に取り組む企業や大学
等と連携し、自然環境の保全・再生、循環
型・低炭素都市づくり、沖縄らしい風景づく
り、耐震化・老朽化及び長寿命化、生産性
の向上等に関する取組を促進する。

　 新たな技術開発については、産学官連
携のもとで取り組むこととなっており、それ
ぞれの役割や具体的な進め方を記載して
ほしい

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員

47 4章 133頁 29行

島しょ性や亜熱帯性等の地域特
性により培われてきた技術など、
県内建設業の強みや幅広いネッ
トワークを活用し、海外建設市場
等の新市場への進出促進に取り
組む。

島しょ性や亜熱帯性等の地域特性により培
われてきた技術など、県内建設業の強みや
産・学・官の幅広いネットワーク等を活用し、
海外建設市場等の新市場への進出促進に
取り組む。

　台風に強い住宅などの沖縄の建設技術
について、アジアの島しょ国への売り込み
は可能と考えるが、建設産業界だけでは厳
しいため県と一緒にタッグを組んで推進して
いく。それぞれの役割などについて具体的
に記載する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

48 4章 147頁 16行

ア　次世代の通信環境に対応し
た情報通信基盤の整備

 □ネットワークは大きな組織に組み込まれ
 ることなく、数の力が得られ、お互いに違う
 もの同士を引き合わせ、それぞれがお互い
 の知識や技術を補完することで一人ずつで
 はできないことを可能にする。各地に散在
 する安価で良質なヒト、モノ、カネ、情報等
 の生産要素をネットワークで効率的に組み
 合わせ、商品化するというコーディネート力
 によって、産業立地の不利性を克服し比較
 劣位を比較優位に転換できるのである。
 ネットワークの発達は、市場の理論、組織
 の理論に続く第３の理論と呼ばれ単に経済
 発展を超えて文明の展開そのものを規定す
 るとさえいわれている。
□ネットワークにより経済の主体は、…デジ
タル社会のメリットを駆使すれば、…島しょ
で狭小な本県にとって画期的な経営戦略の
土台となる。
□Society5.0の実現に向け、産業や教育、
医療、防災等、社会の様々な分野における
デジタル化の推進や産業競争力の強化に
おいて、５GやBeyond５Gなど、次世代の通
信環境の整備が不可欠であり、海洋島しょ
圏の新たなインフラとして、離島を含めた、
次世代の超高速通信環境の整備に取り組
む必要がある。

このままでは全国一般的な記述であり、沖
縄の特異性を踏まえた記述が少ない。具体
性に欠ける。
　そのため離島に対する施策を踏まえた記
述、産業に対する施策を踏まえた記述、防
災の基盤としての記述、教育の基盤として
の記述などが必要である。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

49 4章 147頁 16行

各地に  □ネットワークは大きな組織に組み込まれ
 ることなく、数の力が得られ、お互いに違う
 もの同士を引き合わせ、それぞれがお互い
 の知識や技術を補完することで一人ずつで
 はできないことを可能にする。各地に散在
 する安価で良質なヒト、モノ、カネ、情報等
 の生産要素をネットワークで効率的に組み
 合わせ、商品化するというコーディネート力
 によって、産業立地の不利性を克服し比較
 劣位を比較優位に転換できるのである。
 ネットワークの発達は、市場の理論、組織
 の理論に続く第３の理論と呼ばれ単に経済
 発展を超えて文明の展開そのものを規定す
 るとさえいわれている。
□ネットワークにより経済の主体は、…デジ
タル社会のメリットを駆使すれば、…島しょ
で狭小な本県にとって画期的な経営戦略の
土台となる。
□Society5.0の実現に向け、産業や教育、
医療、防災等、社会の様々な分野における
デジタル化の推進や産業競争力の強化に
おいて、５GやBeyond５Gなど、次世代の通
信環境の整備が不可欠であり、海洋島しょ
圏の新たなインフラとして、離島を含めた、
次世代の超高速通信環境の整備に取り組
む必要がある。

この段落はとくに沖縄県と無関係の印象を
受ける。例えば左のように挿入し、ほかの
段落と同じくらいに短くする必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

50 4章 147頁 24行

・3-(12)-ア次世代の通信環境に
対応した情報通信基盤の整備
・「リード文および①未来創造の
情報通信基盤の構築」
・リード文「Society5.0の実現に向
け、～次世代の超高速通信の環
境整備を検討する必要がある。」
・①「DX の基盤となる～、情報通
信基盤の整備に取り組む。

～、離島を含めた、次世代の超高速通
信の環境整備に取組む必要がある。

「離島を含めた、次世代の超高速通信の環
境整備を検討する必要がある」について、
非常に重要な記述だと考えるが、ここで「検
討する」という表現は不要ではないか。（「検
討する」とした意図があれば教えていただき
たい。）
※P.71では「5GやBeyond5Gなど次世代の
情報通信基盤の整備に取り組む」としてい
る。
※P.73では、離島の情報通信基盤として
「5Gなど次世代の超高速通信環境の普及
促進に取り組む」としている。
また、次の①の項目では、ここにだけ「ロー
カル5Gの導入」についての言及があるが、
「ローカル5G」については、ここにだけ登場
していると認識。（何か意図があるのであれ
ば教えていただきたい。）

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

古江専門委員

51 4章 150頁 16行

国内外との海上交通の結節点と
なる港湾の拠点機能やネット
ワーク機能の強化拡充により、
経済・産業の競争力向上や持続
可能な発展等による自立型経済
の構築を実現する次に掲げる施
策を推進する。

国内外との海上交通の結節点となる港湾
の拠点機能やシー・アンド・エアなど多様な
ネットワーク機能の強化拡充により、経済・
産業の競争力向上や持続可能な発展等に
よる自立型経済の構築を実現する次に掲
げる施策を推進する。

　　他のところでは出てくるが、ここにも
「シー＆エアー」という言葉が使われていな
い。空港と港湾を連結させ、シー＆エアー
の機能向上からまお一体化した整備につい
てもこの部分に表現は必要。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
渕辺委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

52 4章 150頁 32行

特に…取り組む。 　特に、新港ふ頭地区については、RORO 
船の大型化や内貿貨物の増大等により那
覇港全体の貨物の７割が集中しており、 い
 ることから、那覇港の港湾施設用地等
の拡大や臨港産業等の産業集積のた
めの に必要となる展開用地の確保が必
要である。 については、このため、港湾
施設の拡張等に対する様々な方策を検
討し、新たな内外貿ユニットロードターミ
ナル等の整備、各ふ頭の機能再編、那
覇港及び周辺地域の物流倉庫の更新・
整備等を図り ることで、港湾施設の拡張
 等に対する様々な方策を検討し、内貿
貨物に対する港湾機能の充実に取り組
む。

文が長いので、最後の方では文頭が何だっ
たのかわからない。三つに分けてはどう
か。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

53 4章 151頁 6行

□ 東洋のカリブ構想の実現に向
け、フライ・アンド・クルーズ等の
付加価値の高いクルーズ誘致を
行うため、クルーズバースの整
備に取り組むとともに、浦添ふ頭
地区においては、富裕層の長期
滞在型観光の拠点となる世界か
ら選ばれる持続可能な観光地の
形成に向けて、自然環境を活か
し、ビーチ・マリーナ等から構成
する観光・ビジネスの拠点形成
の実現に向けて取り組む。

□  東洋のカリブ構想の実現に向け、フライ・
アンド・クルーズ等の付加価値の高いク
ルーズ誘致を行うため、クルーズバースの
整備に取り組むとともに、浦添ふ頭地区に
おいては、富裕層の長期滞在型観光の拠
点となる世界から選ばれる持続可能な観光
地の形成に向けて、自然環境を活かし、
ビーチ・マリーナ等から構成する観光・ビジ
ネスの拠点形成の実現に向けて取り組む。

「東洋のカリブ構想」はコロナ前の構想であ
り、新計画に向けて構想自体を見直し、時
代の潮流に合った構想にする必要がある。
なお、構想見直しの際に「東洋の○○」と
いった発想ではなく、沖縄を中心に据えた
構想名称にして頂きたい

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

文化観光ス
ポーツ部会
下地部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

54 4章 153頁 23行

超小型モビリティ 超小型モビリティ（1人用小型車等） 「超小型モビリティ（1，2人乗り車）」とするな
ど県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

55 4章 154頁 3行

□ さらに、地域間を結ぶ交通
ネットワークの拡充に加えて、交
通結節点を地域の交通拠点（マ
ルチモーダル）として整備し、多
様なモビリティを活用したスムー
ズな乗り継ぎサービスのみなら
ず、周辺の特性に応じた情報発
信・収集機能、防災機能、拠点
機能を併せて提供することで、都
市中心部における歩いて楽しむ
賑わいのある街の形成を図る。

□ さらに、地域間を結ぶ交通ネットワーク
の拡充に加えて、交通結節点を地域の交
通拠点（マルチモーダル）として整備し、多
様なモビリティを活用したスムーズな乗り継
ぎサービスのみならず、周辺の特性に応じ
た情報発信・収集機能、防災機能、交流拠
点機能を併せて提供することで、都市中心
部における歩いて楽しむ賑わいのある街の
形成を図る。

　南城市の事例が記されていますが、その
書き方は公共駐車場を活用したバスターミ
ナル、という交通だけから見た解釈となって
いる。
　日本各地の過疎地域で行われている道
の駅を中心とした自動運転の取り組みで
は、道の駅を交通結節点としてだけではな
く、診療所もあり、日常的な買い物をする場
でもあり、これらを通じて多様な世代の人が
集う場所になっています。南城市の交通結
節点では、中高生が勉強したり、高齢者が
お茶を飲みながら話をしたり、と多様な世代
が集える場を提供しています。（インクルー
シブな社会を作るための場の創造）このこと
は、地域公共交通計画においてクロスセク
ター効果として挙げられているものよりさら
に広くとらえようとしています。
　つまり、どのような社会を作りたいのか。
それに対して、どのようにパブリックとプライ
ベートの交通を組み合わせるのかを考える
必要がある。
　併せて、中南部都市圏の渋滞に関する課
題やTDM等の施策も考える必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

56 4章 156頁 11行

具体的には、IoT、ビッグデータ、
リアルタイムモニタリング、AI 等
の活用による交通システムや自
動運転等により、

具体的には、ＩｏＴやリアルタイムモニタリン
グ等を用いて人流、物流等のビッグデータ
を収集し、ＡＩ等を活用した交通システムや
自動運転等により

ＡＩやディープラーニングについては、デジタ
ル化されたデータが必要であり、計画に、
何をモニタリングするか、何を計測するかと
いうことを表現する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

※　該当箇所148頁29行は、147頁21
行と「3-⑫-エ　シームレスな交通体
系」の中で重複する内容となっている
ため、147頁21行は削除し、148頁29
行目以降の文章を該当箇所を含めて
まとめて修正しいたします。

神谷専門委員

57 4章 156頁 11行

有効的な  有効的な 自然な日本語として「有効な　または　効果
的な」としてはどうか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
　該当箇所の147頁21行と148頁33行
は「3-⑫-エ　シームレスな交通体系」
の中で重複する内容となっているた
め、ご指摘の147頁21行は削除し、
148頁29行目以降でまとめて修正い
たします。

高良副部会長

58 4章 156頁 14行

道路空間への再配分 道路空間の再配分 「道路空間の再配分」とするなど自然な日
本語としてはどうか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

59 4章 164頁 2行

（３）世界の島しょ地域等との国
際協力活動と国際的課題への貢
献
②水道分野における国際協力の
推進
□本件と地形的・気候的特徴が
類似する太平洋島しょ国等に対
し、島しょ地域に適合した水道事
業の運営及び水資源に関するノ
ウハウの技術移転等を目的とし
た技術協力に取り組む。

（３）世界の島しょ地域等との国際協力活動
と国際的課題への貢献
②水道分野における国際協力の推進
□本件と地形的・気候的特徴が類似する太
平洋島しょ国等に対し、島しょ地域に適合し
た水道事業の運営及び水資源に関するノ
ウハウの技術移転等を目的とした技術協力
に 技術協力にJICA沖縄、市町村等と連携し
て取り組む。

水道分野に関しては長年にわたる、県企業
局、県内市町村、JICAの連携による国際協
力が展開されているため。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

文化観光ス
ポーツ部会
倉科専門委員

60 4章 165頁 10行

関係人口 関係人口（定住人口、交流人口以外の地域
と多様に関わる人々）

「関係人口（定住人口、交流人口以外の多
様に関わる人々）」とするなど県民にわかり
やすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

61 4章 185頁 16行

農外 □青年層や女性層、農業以外からの新規
参入者、～

自然な日本語として「農業以外」としてはど
うか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

62 4章 185頁 26行

産業化 産業界 誤記では。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

63 5章 198頁 19行

PPP ／ PFI やSIB（Social Impact 
Bond）など、官民連携による新た
な財源の確保や有効活用を基本
方向に、民間事業者のノウハウ
や資金を活用する事業手法の導
入に取り組み、行政コストの低減
や資金調達の多様化を推進す
る。

PPP ／ PFI やSIB（Social Impact Bond）な
ど、官民連携による新たな財源の確保や有
効活用を基本方向に、地元企業の積極的
参画を含めた民間事業者のノウハウや資
金を活用する事業手法の導入に取り組み
行政コストの低減や資金調達の多様化を推
進する。

PFIにおいては、建設、管理、資金調達の面
において高度な能力を企業に求められる。
PFIの実施にあたっては、県内企業が参画
でき活躍できるシステム作りが必要である。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員

64 6章 204頁 33行

自然資源や歴史資源等の保全
を図り、観光振興や産業振興等
に資する土地利用を広域的かつ
計画的に展開していくため、中南
部都市圏を一体の都市として捉
え、駐留軍用地の返還も見据え
た都市計画区域の再編を視野に
入れた取組を進める。

 自然資源や歴史資源等の保全を図り、観光
 振興や産業振興等に資する土地利用を広
 域的かつ計画的に展開していくため、中南
 部都市圏を一体の都市として捉え、駐留軍
 用地の返還も見据えた都市計画区域の再
 編を視野に入れた取組を進める。
　今後、中南部都市圏において返還が予定
されている大規模な駐留軍用地跡地や鉄
軌道を含む新たな公共交通システムの導
入と連動し、自然資源や歴史資源等の保全
を図り、観光振興や産業振興等に資する土
地利用を広域的に展開していくため、関係
市町村と連携の下、地域が求めるまちづく
り等、市町村の実情を加味したうえで、中南
部都市圏を一体の都市として捉え、都市計
画区域の再編も視野に入れた取組を進め
ながら、持続可能な都市圏の形成に資する
土地利用や交通政策を総合的かつ計画的
に推進していく。

　100万都市圏または政令都市並である中
南部都市圏については、少なくとも道路、公
共交通、土地利用を総合的に考えることが
絶対的に必要である。中南部都市圏マス
タープランがあってもいいくらいであり、どこ
が主体となって検討し、いつまでに何をする
のかを新たな振興計画の中で明確に記載
してほしい。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

65 6章 207頁 7行

島しょ型モビリティ 低速で走行する電気自動車など島しょ型モ
ビリティ

具体的に何かを示すとわかる様に「電気自
転車など島しょ型モビリティ」としてはどう
か。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

66 6章 207頁 18行

住み慣れた島で安心して暮らし
続けられるよう、定住条件の整
備・向上に取り組むとともに、地
域住民の安全・安心と利便性を
支えるシームレスな島しょ型交通
体系の整備と安定的な運用を図
る

住み慣れた島で安心して暮らし続けられる
よう、定住条件の整備・向上に取り組むとと
もに、交流・関係人口を拡大する取組を一
体的に推進し、地域の特性に合わせた島内
交通手段など、地域住民の安全・安心と利
便性を支えるシームレスな島しょ型交通体
系の整備と安定的な運用を図る。

「シームレスな島嶼型交通体系の整備と安
定的な運用」とは何でしょうか？生活交通
確保維持改善事業などを使ってコミバスを
運行しているところもありますが、知識不足
もあり効果的な運用ができていないようにも
思われます。外部人材との連携が必要だと
思います。（関係人口かもしれませんが）
また、島民と観光客の流動だけでなく、モノ
の移動や高齢者の移動という観点を総合
化した上で、何を、いつ、どこからどこへ運
ぶのか（島に来ただけではダメ）？を有機的
につなげて論理を組むべきですが、そのよ
うな観点が見られません。（港から家まで荷
物を運べない高齢者世帯の増加への対応
は？）また、長期間船が運行できないときの
対応は？運ぶのかストックするのか？この
ことを島だけで考えてもらうことは難しいで
す。一方でモデル性の高い取り組みでもあ
ります。小規模コミュニティにおける地域適
正技術（ハイテクである必要はありません）
によるモビリティモデルとしてのテストベッド
になりうると思います。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員

67 6章 208頁 11行

過疎債 ・・経過措置期間終了後、過疎地域の市町
村に特別に発行が認められる過疎対策事
業債が活用できなくなるため、・・

「市町村が発行する過疎債」とするなど、過
疎債とは何かわからなくても理解しやすい
表示にする必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

68 6章 208頁 22行

県土の均衡ある発展を支える公
共交通の基幹軸として、骨格性・
速達性・定時性等の機能を備
え、都市間をつなぐ鉄軌道を含
む新たな公共交通システムの導
入に取り組むとともに、北部圏域
と中南部都市圏における有機的
な公共交通ネットワークの構築
に向けた交通結節点やフィー
ダー交通の機能強化を図る。

県土の均衡ある発展を支える公共交通の
基幹軸として、 骨格性・速達性・定時性等の
機能を備え、都市間をつなぐ鉄軌道を含む
新たな公共交通システムのの導入に取り組
むとともに、北部圏域と中南部都市圏にお
ける有機的な公共交通ネットワークの構築
に向けた交通結節点やフィーダー交通の機
能強化を図る。

「骨格性」について県民にわかりやすい表
示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

69 6章 208頁 22行

県土の均衡ある発展を支える公
共交通の基幹軸として、骨格性・
速達性・定時性等の機能を備
え、都市間をつなぐ鉄軌道を含
む新たな公共交通システムの導
入に取り組むとともに、北部圏域
と中南部都市圏における有機的
な公共交通ネットワークの構築
に向けた交通結節点やフィー
ダー交通の機能強化を図る。

（修正案）　
　県土の均衡ある発展を支える公共交通の
基幹軸として、速達性・定時性等の機能を
備え、都市間をつなぐ鉄軌道を含む新たな
公共交通システムの導入に取り組むととも
に、北部圏域と中南部都市圏における有機
的な公共交通ネットワークの構築に向けた
交通結節点やフィーダー（支線）交通の機
能強化を図る。

「フィーダー交通」を「支線交通」とするなど
県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

70 6章 209頁 15行

取組の推進に当たっては、AI、
IoT、ビッグデータ等の先端技術
を活用した道路利用の効率化を
図るとともに、自動運転技術等の
導入についても、道路空間の構
築と合わせた一体的取組を推進
する。

取組の推進に当たってはＩｏＴ等を用いて収
集した人流、物流等のビッグデータ、ＡＩ等を
活用した道路利用の効率化を図るととも
に、自動運転技術等の導入についても、道
路空間の構築と合わせた一体的取組を推
進する。

ＡＩやディープラーニングについては、デジタ
ル化されたデータが必要であり、計画に、
何をモニタリングするか、何を計測するかと
いうことを表現する必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

神谷専門委員
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

71 6章 211頁 7行

国や北部３村、関係団体と連携
して「奄美大島、徳之島、沖縄島
北部及び西表島」の世界自然遺
産登録を見据え、その適正管理
に取り組む。

世界自然遺産登録地である沖縄島北部で
は、オーバーツーリズム対策やロードキル
対策など、地域との連携による自然遺産管
理の取組を推進する。

自然遺産登録が決定したことにより表現を
変える必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

72 6章 223頁 1行

スマートプラスチック 「脱プラスチック」 「プラスチックスマート」との表現が正しいの
ではないか。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

73 6章 225頁 3行

②交通渋滞の緩和に向けた交
通ネットワークの構築
に追加

体系的な幹線道路網の構築を図る。また、
跡地を活用した骨格的な道路網の構築に
向けた検討に取り組む。

中部圏域の展開の方向性で、「今後の大規
模な駐留軍用地の跡地利用と周辺市街地
との一体的な整備を推進する。」と記載（p２
０８．３行）あるが、施策の中では記載漏れ
です。
　振興計画の章立てでは、６章で再掲も含
め詳述して、圏域の整備方向性を県民が分
かるよう記載すべきです。
　その他、モノレール延長の区間やLRTの
区間等、公共ネットワークの整備について
も記載すべきです。利用者の少ない北部で
は記載されています。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

沖縄県振興審
議会
津波委員

74 6章 234頁 6行

環境負荷に対して脆弱 廃棄物等による環境負荷に対して脆弱 初めて読む人には、環境負荷に脆弱なこと
からなぜ廃棄物処理につながるか分からな
い。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

75 6章 241頁 8行

実習 防疫初動演習 講習や訓練でなく、すぐその内容の実習に
なっているのは文書上おかしいのでは。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

76 6章 244頁 17行

世界自然遺産登録を見据えた西
表島においては、地域との連携
による自然遺産管理や持続可能
な観光地マネジメントなど環境保
全と持続的な利活用の両立を図
る取組を推進する。

世界自然遺産登録地である西表島では、
オーバーツーリズム対策やロードキル対策
など、地域との連携による自然遺産管理の
取組を推進する。

自然遺産登録が決定したので表現を変え
る必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

77 6章 248頁 26行

実習 防疫初動演習 講習や訓練でなく、すぐその内容の実習に
なっているのは文書上おかしいのでは。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

78 - - -

片荷　創貨 〈説明文案〉
・片荷輸送・・・物流において、往路または復
路のどちらか一方にしか荷物を積まないこ
と。非効率な貨物輸送に繋がり、物流コスト
増加の一因となっている。
・創貨・・・港湾における貨物の創出。外部
から港湾物流に関連する企業の立地を図
り、新たな物流を生み出すこと。物流施設
の立地等により国内外の貨物に付加価値
を与えた貨物など。

専門用語でなく、わかる言葉に変えられな
いか。片荷：片方向荷物　創貨：貨物需要
の創出

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

79 - - -

エコシステム 「絶え間なくイノベーションが創出されるイノ
ベーション・エコシステム」

エコシステムは一般には生物に関連した生
態系。この文脈では「ビジネス生態系」がよ
い。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

巻末の用語集に掲載予定

前述の112頁の13行目で記載したためそのままとする。

修正もれ、今後対応予定
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番号 章 頁 行 報 告 書 （ 素 案 ）本 文 意 見 （ 修 正 文 案 等 ） 理　　由　　等 審議結果（案） 意見者

80 - - -

ハンズオン支援 「各段階に応じた支援に取り組む」 「ハンズオン支援（専門家派遣）」など県民
にわかりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

81 - - -

ビジネスを通じて社会課題を解
決し、社会の変革をもたらすソー
シャル・イノベーションを促進する

ソーシャル・イノベーション（ビジネスを通じ
て社会課題を解決し、社会の変革をもたら
すこと）を促進する

定義であることを明確にすべきである。 【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

82 - - -

サポーティング産業 サポーティング産業（工業を支える中小企
業、部品メーカなど）

カタカナだけではわからないため、県民に
わかりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

83 - - -

ＣＩＱ CIQとは、Custom〈税関〉、Immigration〈出入
国管理〉、Quarantine〈検疫〉の略

CIQは一般にはわからないため、県民にわ
かりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定

前述の96頁の下段で記載したためそのままとする。

修正もれ、今後対応予定
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84 - - -

モーダルシフト 〈説明文案〉
モーダルシフト・・・輸送手段を転換するこ
と。具体的にはトラックによる貨物輸送を船
舶等の環境負荷の小さい輸送手段へ転換
させ、CO2排出量を抑制するとともに、トラッ
クドライバー不足を解消するための取組み

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

85 - - -

ＲORO船 〈説明文案〉
RORO船・・貨物を積んだトラックや荷台
(シャーシ)ごと輸送する船舶のこと。船尾や
船側にゲートを有し、トラックまたはフォーク
リフトで貨物の積み卸しを行う。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

86 - - -

ユニットロード 〈説明文案〉
・内外貿ユニットロードターミナル
・・・国内外へ輸送する（または国内外から
輸送される）貨物の中で、雑貨などの貨物
をコンテナ等で一つにまとめた貨物（ユニッ
トロード貨物）を取り扱うふ頭（ターミナル）

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

87 - - -

フライ・アンド・クルーズ 〈説明文案〉
フライ・アンド・クルーズ・・飛行機（フライ）と
船（クルーズ）を組み合わせた旅行のこと。
具体的には、飛行機で国内外のクルーズ船
の発着地まで行き、クルーズを楽しむ旅
行。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定
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88 - - -

スーパーヨット 〈説明文案〉
スーパーヨット・・・一般的に外国人富裕層
などが個人所有する全長80 フィート以上
(24m以上)の大型クルーザーのこと。別名
「メガヨット」と呼ばれることもある。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

89 - - -

親水空間 〈説明文案〉
親水空間・・・水に親しむ空間。例えば、水
際まで近づくことができるあるいは、安全、
快適に水面を見ることができる空間など。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

90 - - -

BPC 〈説明文案〉
BCP・・・(Business Continuity Planの頭文
字)業務継続計画。災害発生時に機能低下
を最小限にし、早期の機能回復を図るため
の対応策等を定めた計画。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

91 - - -

ＣＩＱ 〈説明文案〉
CIQとは、Custom（税関）、Immigration（出入
国管理)、Quarantine（検疫）の略。

県民にわかりやすい表示を行う必要があ
る。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

92 - - -

グリーンインフラ グリーンインフラ（自然環境が有する多様な
機能を活用したインフラ）

「グリーンインフラ（自然環境利用）」とする
など県民にわかりやすい表示を行う必要が
ある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定

前述の96頁の下段で記載したためそのままとする。

巻末の用語集に掲載予定

巻末の用語集に掲載予定
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93 - - -

AI、IoT、ビッグデータ等の新技術
等を活用して道路利用を効率化
し、歩行者や自転車、公共交通
等の多様なニーズに対応した道
路空間の有効的な活用に取り組
む。

 AI、IoT、ビッグデータ等の新技術等を活用
 して道路利用を効率化し、歩行者や自転
 車、公共交通等の多様なニーズに対応した
 道路空間の有効的な活用に取り組む。

道路空間の有効活用策がイメージできない
ので、施策の事例を追加して欲しい。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
　該当箇所の147頁21行と148頁29行
は「3-⑫-エ　シームレスな交通体系」
の中で重複する内容となっているた
め、ご指摘の147頁21行は削除し、
148頁29行目以降でまとめて修正い
たします。

神谷専門委員
沖縄県振興審
議会
津波委員

94 4章 96頁 下段

ＣＩＱ CIQとは、Custom〈税関〉、Immigration〈出入
国管理〉、Quarantine〈検疫〉の略

CIQは一般にはわからないため、県民にわ
かりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
別立てで用語集の項目を設けるか、
対象ページ下部に説明文を補足す
る。

高良副部会長

95 4章 155頁 下段

LRT 　LRT（次世代型路面電車システム） 「LRT（軽量軌道交通）」とするなど県民にわ
かりやすい表示を行う必要がある。

【委員意見を踏まえ該当箇所を修正】
左案のとおり修正する。

高良副部会長

文章の削除

前述の96頁の下段で記載したためそのままとする。
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